
第 20 回まちづくりプラン助成金交付事業 成果報告 

 

事業の名称 コミュニティ FM ラジオを活用した中高生向けキャリア教育 

団体名 ゆるやかネットワークをつくろう 

 

１、事業の趣旨、成果、課題について 

・趣旨…応募したきっかけや事業の目的について 

中高生の進路選択や夢の実現に向けた可能性を提供し、地域での活動に一歩踏み出す中高

生を増やすこと 

 

・成果…目的の達成度合い、事業の効果、参加者の人数、感想等について  

普段中高生が話を聞くことができない「沖縄出身の東大生」「県外へ進学した大学生」「沖縄

県内の大学に通っているが、国内留学制度を使い 1 年間留学している大学生」「学生起業」

などの話を収録し、放送することができた。番組を聞いた高校生からは、普段聞けない話を

聞くことができ参考になったという感想を聞いた。 

 

・課題…今後の事業の展望や、事業を通して気づいた課題について  

9 月から 2 月まで、計６回にわたり放送を行ってきました。今後は番組をアーカイブ化して

ウェブにアップし、ラジオを聞けなかった中高生向けに聞けるように行っていく予定。番組

を今後も中高生に聞いてもらい、進路選択のきっかけになるように提供していきたい。また

放送は 6 回で終了したが、今後も中高生の進路選択に影響を与えるようなゲストを招いた

番組を作成して、アーカイブ化していきたい。 

https://note.com/teenage_maps 

 

 

2. 事業スケジュールについて説明をしてください。  

コミュニティ FM ラジオを活用した中高生向けのラジオ番組（ガクタン -未来ロード-）を

作成しました。浦添市内の中学生、高校生に向けた、将来の進路選択や夢の実現に向けたき

っかけを提供できる番組の放送を行いました。 

 

以下は、全 6 回の放送したゲストの紹介です。 

 

ガクタン -未来ロード- ゲスト一覧 

 

#01 

ゲスト 



・豊元慶太朗さん（東京大学 4 年） 

・宇治原栄斗さん（東京大学教育学部卒） 

・島袋祐奨さん（東京大学硬式野球部） 

沖縄から東京大学に進学した 3 人の特別対談。なぜ東大へ進学することを選んだのか。ま

た、東京へ進学して感じた沖縄との違いやそれぞれ何を得たのかなどについて、対談形式で

お届け。 

 

#02 

ゲスト 

・舟田琉人さん（沖縄国際大学 2 年 京都先端科学大学へ国内留学中） 

あまり知られていない国内留学という制度を利用し、京都へ１年間の国内留学をしている

舟田さん。なぜ国内留学という選択を選んだのかや、国内留学でどういった学生生活を送っ

ているのか。 

さらに、舟田さんを中心となり運営している「えんがわプレゼン」プロジェクトに対する想

いについて伺いました。 

 

#03 

ゲスト 

・学生団体 OPE の皆さん 

主に沖縄の高校生に向けて、県内外へ進学した大学生の多様なキャリアを提示し、自分自身

の道を選べるような社会を実現することを目指している学生団体 OPE。今回は県外へ進学

した３名のかたに、それぞれが県外へ進学した経緯や県外で生活をして感じたこと、大学で

の学びの魅力などをたっぷり伺いました。 

 

#04 

ゲスト 

・興南高校アクト部 

県外の修学旅行生に対して、首里城ガイド活動を行ってきた興南高校アクト部の部長と副

部長のお二人にお話を伺いました。それぞれが興南アクト部で活動していく中で感じた成

長やそれぞれが歩もうとしている次のステップについてお話を伺いました。 

 

#05 

ゲスト 

・Ryukyufrogs12 期生 毛利日皆さん 

2020 年 12 月まで Ryukyufrogs 12 期として活動してきた日皆さんをお迎えし、Ryukyufrogs

との出会いや活動を通して感じた成長や葛藤、また活動期間を経て、今後どのような進路へ



歩もうとしているのかについてお話を伺いました。 

 

#06 

最終回：ナビゲーター 島袋響 

番組最終回となる今回は、これまでゲストの話を伺ってきた「ガクタン」ナビゲーター島袋

響（20 歳）が高校卒業後、東京の大学へ進学し、どのような人生を歩んできたのか。イン

キュベーション施設の運営や大学生向け企画づくりの学校を主催するなど、様々な挑戦を

してきた中で見えてきた、未来を生きるヒントとは。 

 

 

3．事業前後の変化が分かるような資料を作成してください。  

普段中高生が話を聞くことができない「沖縄出身の東大生」「県外へ進学した大学生」「沖縄

県内の大学に通っているが、国内留学制度を使い 1 年間留学している大学生」「学生起業」

などの話を収録し、放送することができた。番組を聞いた高校生からは、普段聞けない話を

聞くことができ参考になったという感想を聞いた。 

  



 

 

 

収 支 精 算 書 

事業の名称 
コミュニティ FM ラジオを活用した中高生向けキャリア教

育 

団 体 名  ゆるやかネットワークをつくろう 

 

収入                               単位：円 

科目 予算額 決算額 
比較増減額 

(決算－予算） 
説明 

助成金 99,000  99,000  0  
浦添市まちづくりプ

ラン助成金 

          

          

合計 99,000  99,000  0    

 

支出                               単位：円 

科目 予算額 
決算額 比較増減額 

説明 
  うち助成対象 (決算－予算） 

使用料賃借

料 
99,000  99,000  99,000  0  

コミュニティ FM

放送枠費用 

            

            

            

            

 合計 99,000  99,000  99,000  0    

 

 

実績報告提出書類  

別添Ｂ 


